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1．はじめに

　2020年は新型コロナウイルス
SARS-Cov-2が世界中で猛威を振
るい、日本でも全都道府県に「新
型コロナウイルス感染症緊急事
態宣言」が発令され、感染症の記
録として歴史の1ページに残る1
年になった。2021年2月現在でも、
世界各国で感染者が増加してお
り、東京や大阪など1都2府7県で
緊急事態宣言が発令中で、外出自
粛などの制限を強いられた生活
である。感染拡大防止策として、
安全安心な日常生活を取り戻す
べく、新技術の登場が期待されて
いる。ここでは、新規消毒剤とし
て開発しているMA-T（エム・エ
ー・ティー）をご紹介する。
　MA-Tは 日 本 で 開 発 さ れ た
酸化制御システムで、Matching 
Transformation systemの略であ
る。活性化の強弱を制御すること
で、広範な応用展開が可能である

（図1）。MA-Tの普及と価値向上、
およびMA-T活用のプラットフ
ォーム構築のため、2020年11月に
一般社団法人日本MA-T工業会
が設立された。既に会員企業は50
社を超え、オープンイノベーショ
ンによるMA-Tのさらなる研究
開発が推進中で、今後、除菌消臭
分野以外でもMA-T産業が創出
されようとしている。
2．�要時生成型亜塩素酸イオン水

溶液

　既に実用化している分野とし
て、除 菌 消 臭 剤MA-Tが あ る。
2015年に大阪大学でMA-Tのメ
カニズムが解明され、水溶液中で
必要な時に必要な量だけ水性の
ラジカル活性種が生成される仕
組みであることが分かった。その
後、国際特許出願を経て、権利化
に至っている（株式会社エースネ
ットが保有）。現在、新規医薬品登
録を目指し、申請が進められてお

り、純国産技術であるMA-Tが新
規消毒薬となる日も近いと期待
している。
　MA-Tは無色透明で無臭、およ
びガス化しないことを特長とす
る水溶液である。MA-Tの主成分
は亜塩素酸イオンであり、化学
平衡によりラジカル活性種の生
成を制御する仕組みである。ウイ
ルスや細菌、ニオイ物質に作用し
て、ラジカル活性種が消費される
と、すぐさま亜塩素酸イオンが
化学反応により、水性のラジカル
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立したMA-Tは、従来消毒剤の弱
点をカバーする特徴を有する。消
毒剤として認可が取れていない
ことは、MA-Tの大きな欠点であ
るが、優れた特長により早期の社
会実装が実現しつつある。今は新
型コロナウイルスの感染対策と
して、MA-Tが貢献することを願
うばかりである。
5．将来展望

　MA-Tは要時生成型という新し
い仕組みにより、高い安全性を確保

しつつも、確かな効果を実感できる
新規消毒剤の候補であることを説
明した。日本発の技術が、世界に広
がり、感染症対策の先進ソリューシ
ョンとなる日を期待したい。
　また、MA-Tは単なる消毒剤で
はなく、抗ガン剤などの医薬品応
用や酸化制御技術など、多くの研
究者や企業が研究開発に携わり、
オープンイノベーションを推進
することで、思いもよらない応用
展開や産業創出に繋がりつつあ
る。少なくとも私がMA-Tと初め
て出会った時には想像もしなか
った展開が、現在、繰り広げられ
ている。今後もMA-Tの開発に取
り組み、世の中に役立つ技術を生
み出すことで社会貢献したい。
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図4　スプレー噴射によるMA-Tとアル
コールの殺菌比較

（a）MA-T 100 ppm,（b）アルコール（エ
タノール76.9～81.4vol%）


